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三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

第３回 警備・消防専門委員会 次第 
 

日時：令和２年２月 19日（水）10時 30分～12時 00分 

会場：三重県合同ビル ２階 Ｇ201会議室 

 

１ 開  会 

  

２ あいさつ 

 

３ 説明・報告事項 

（１）三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会  

警備・消防専門委員会委員の変更     Ｐ２  

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 開催準備経過 Ｐ３ 

（３）「いきいき茨城ゆめ国体」の警備・消防関係業務の概要   Ｐ７ 

 

４ 審議事項 

（１）三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等自主警備業務実施計画（案）    Ｐ９ 

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等消防防災業務実施計画（案）    Ｐ16 

（３）三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等大規模災害・突発重大事案対策業務実施計画（案） Ｐ24 

（４）三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式会場管理運営要綱（案）               Ｐ31 

 

５ その他 

（１）今後のスケジュール       Ｐ35 

 

６ 閉  会 

  

【別冊資料】 

（１）三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

              警備・消防専門委員会委員名簿       Ｐ１ 

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会     

           警備・消防関係方針・計画等作成状況     Ｐ２ 

（３）第 76回国民体育大会 警備・消防防災基本方針           Ｐ３ 

（４）第 21回全国障害者スポーツ大会 警備・消防防災基本方針      Ｐ４ 

（４）第 76回国民体育大会 警備・消防防災基本計画           Ｐ５ 

（５）いきいき茨城ゆめ国体 警備・消防状況説明資料          Ｐ９ 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

 警備・消防専門委員会委員の変更 

 

第２回警備・消防専門委員会（平成 30年 2月 13日）以降における委員の変更について、

三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会会則第 13条第４項の規定により報告しま

す。 

 

（順不同：敬称略） 

選出区分 所属機関・団体・役職名 旧 新 

消防関係 伊勢市消防本部消防課長 中芝 育史 平田 元彦 

警察関係 

三重県警察本部 

地域部首席参事官（地域課長） 
村田 享輔 加藤 匡 

三重県警察本部 

警備部参事官（警衛対策課長） 
片山 雅彦 出口 浩 

会場関係 
三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

管理事務所長 
中村 宏 中西 裕之 

県関係 

三重県防災対策部消防・保安課長 山路 栄一 竹村 茂也 

三重県防災対策部災害対策課長 梅川 幸彦 内山 敦史 

 

 

 

 

 

説明・報告事項（１） 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 開催準備経過 

（第２回警備・消防専門委員会以降） 
 

年度 月 日 開催準備 主 な 内 容 

平

成 

29 

年

度 

２ 13 第２回警備・消防専門 

委員会の開催 

「警備・消防防災基本計画」（案）について審議 

２ 27 第３回輸送・交通専門 

会議の開催 

輸送・交通業務における課題について意見交換 

３ ２ 第２回施設専門委員

会の開催 

「競技施設基準の改正」について審議 

３ 19 第11回常任委員会の

開催 

「会場地市町第七次選定」、「デモンストレーション

スポーツ実施競技選択及び会場地市町第三次選

定」、「会場地市町における開催予定施設の変更につ

いて」、「式典基本方針」、「警備・消防防災基本計画」

等について決定 

平

成 

30 

年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ９ 第11回市町連絡調整

会議及び第９回競技

団体連絡調整会議の

開催 

「広報・県民運動の取組」、「競技別リハーサル大会

開催意向調査」、「大会旗・炬火イベント意向調査」、

「大会競技会場バリアフリー調査」、「配宿方式意向

調査」、「競技会場地輸送調査（第一次）」等につい

て説明 

５ 21 

22 

日本スポーツ協会等

による総合視察の実

施 

会場地及び競技施設の準備状況等について、日本ス

ポーツ協会、スポーツ庁、日本アンチ・ドーピング

機構による総合視察の実施 

６ 25 第１回馬事衛生専門

委員会の開催 

「馬事衛生基本方針」（案）について審議 

６ 27 第11回総務企画専門

委員会の開催 

「開催準備総合計画の改正」（案）、「競技別会期」

（案）について審議 

７ ３ 第８回広報・県民運動

専門委員会の開催 

「県民運動の名称及び取組内容」（案）について審

議 

７ 18 本県開催及び会期の

決定 

日本スポーツ協会 理事会において、平成33年第76

回国民体育大会の本県開催及び会期が決定 

７ 23 第12回常任委員会の

開催 

「開催準備総合計画の改正」、「馬事衛生基本方針」

等について決定 

７ 23 第７回総会の開催 「事業報告」、「収支決算」、「三重とこわか国体・三

重とこわか大会実行委員会（仮称）の設置について」

について決定 

説明・報告事項（２） 
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７ 23 第１回総会の開催 「役員の選任」、「事業計画」、「収支予算」、「募金・

企業協賛基本計画」、「県民運動の名称及び取組内

容」について決定 

８ 31 三重とこわか大会 

会期の決定 

三重とこわか大会の会期が決定 

９ 19 第２回式典専門委員

会の開催 

式典基本計画（素案）について審議 

10 29 第12回市町連絡調整

会議の開催 

「補助制度の創設」、「競技別リハーサル大会開催経

費調査」、「競技運営経費調査」、「広報県民運動」、「競

技運営準備マニュアル」等について説明。 

12 13 競技別会期の決定 日本スポーツ協会 国体委員会において、平成33年

第76回国民体育大会の競技別会期が決定 

１ 30 第３回医事・衛生専門

委員会の開催 

「医療救護要項（三重県案）」について審議し、決

定 

２ ５ 第１回全国障害者ス

ポーツ大会専門委員

会の開催 

「オープン競技の選定」（案）、「競技用具等整備要

項」（案）、「競技役員等編成要項」（案）、「開催基本

計画」（案）について審議 

２ ８ 第12回総務企画専門

委員会の開催 

「文化プログラム実施基本方針」（案）、「自衛隊協

力要請基本方針」（案）、「記録業務基本計画」（案）、

「デモンストレーションスポーツ実施基準要項」

（案）、「会場地市町における開催施設の変更につい

て」（案）について審議 

２ 18 第９回広報・県民運動

専門委員会の開催 

「ポスター制作手続きについて」（案）、「広報・県

民運動専門委員会部会設置要項の改正について」

（案）について審議 

２ 18 第２回馬事衛生専門

委員会の開催（書面議

決） 

「馬事衛生対策要項」（案）について決定 

２ 19 第３回宿泊専門委員

会の開催 

「宿泊料金（三重県案）」（案）、「合同配宿実施方針」

（案）等について審議し、決定 

２ 25 第３回式典専門委員

会の開催 

「式典基本計画」（最終案）について審議 

３ 12 第４回輸送・交通専門

委員会の開催 

輸送・交通業務における課題について意見交換 

３ 18 第１回常任委員会の

開催 

「会場地市町における開催施設の変更」、「文化プロ

グラム実施基本方針」（案）等について審議し、決

定 
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令

和

元

年

度 

５ 17 第13回市町連絡調整

会議の開催 

「市町独自の企業協賛制度における留意事項」、「生

徒・児童の国体行事参加に係る取扱」等について説

明 

６ 12 第４回式典専門委員

会の開催 

「炬火トーチの制作手続き」、「式典専門委員会部会

設置要項」について審議し、決定 

６ 13 三重とこわか国体 

競技会場の変更等の 

決定等 

日本スポーツ協会 国体委員会において第76回国民

体育大会の「競技会場の変更（ソフトボール）」、 

「宿泊料金」の決定及び「医療救護要項」【国体】

の承認 

６ 25 第13回総務企画専門

委員会の開催 

「競技別リハーサル大会の承認」（案）について審

議、決定し、「会場地市町における開催施設の変更」

（案）について審議 

６ 26 第２回全国障害者ス

ポーツ大会専門委員

会の開催 

「情報保障環境整備基本方針」（案）、「情報支援ボ

ランティア募集要項」（案）等について審議し、決

定 

７ 25 第２回常任委員会の

開催 

「会場地市町における開催施設の変更」（案）につ

いて審議し、決定 

７ 25 第２回総会の開催 「平成30年度事業報告」（案）、「平成30年度収支決

算」（案）等について審議し、決定 

８ 27 第５回式典専門委員

会の開催 

「式典実施計画」（素案）について審議 

８ 29 三重とこわか国体 

競技会場等の変更の

決定 

日本スポーツ協会 国体委員会において第76回国民

体育大会の「競技会場等の変更（スポーツクライミ

ング）」の決定 

９ 20 第10回広報・県民運動

専門委員会の開催 

「ポスターデザインの選定」（案）、「運営ボランテ

ィアの募集」（案）について審議し、決定 

10 25 第６回式典専門委員

会の開催 

「炬火トーチデザイン」について決定 

11 18 第14回市町連絡調整

会議の開催 

「服飾品の基本配色の提示」、「職員の服務の取扱い

に係る補足説明」等について説明 

12 17 第７回式典専門委員

会の開催 

「式典実施計画」（中間案）について審議 

1 29 第４回医事・衛生専門

委員会の開催 

「医療救護要項」（案）【大会】、「医療救護実施要領」

（案）等について審議し、決定 

２ ７ 第14回総務企画専門

委員会の開催 

「総合案内所基本計画」（案）、「文化プログラム実

施要項」（案）等について審議、決定し、「実行委員

会 専門委員会規程の改正」（案）、「デモンストレー

ションスポーツ会場地市町における開催施設の変

更」（案）について審議 
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２ 10 第４回宿泊専門委員

会の開催 

「宿泊要項（三重県案）」（案）【国体】、「宿泊要項」

（案）【大会】について審議し、決定 

２ 12 第５回輸送・交通専門

委員会の開催 

「輸送・交通要項（三重県案）」（案）【国体】、「輸

送・交通要項」（案）【大会】について審議し、決定 

２ 14 第３回全国障害者ス

ポーツ大会専門委員

会の開催 

「競技開始式・表彰式実施要項」（案）、「リハーサ

ル大会実施要綱」（案）について審議し、決定 
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「いきいき茨城ゆめ国体」の警備・消防関係業務の概要 

 

１ 実施状況 

（１）会期 

本大会      令和元年９月 28日（土）～ 10月 8日（火） 

会期前実施競技  令和元年９月 7日（土）～ ９月 16日（月） 

 

（２）総合開・閉会式会場 

笠松運動公園陸上競技場 [ひたちなか市] 

 
                              （茨城県資料より） 

 

（３）参加者数 令和元年 10月 8日現在（速報値）      単位：人（※延べ数） 

区   分 選手・監督 大会関係者 観覧者 合  計 

総合開会式 9/28（土） 4,240 11,372 10,546 26,158 

総合閉会式 10/8 （火） 1,531 6,042 5,729 13,302 

競技会 

正式・特別 

※競技会の参加者数は、速報値のため合計のみ記載 

660,772 

公開 7,797 

デモスポ 40,758 

合   計 － － － 748,787 

 

説明・報告事項（３） 
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２ 警備・消防に関する主な業務 

（１）自主警備業務関係 

ア 来場者に対する入退場者管理（身分証明書による本人確認、手荷物検査、金属探知

機検査等） 

イ 会場内巡回警備（不審者、不審物等に関する巡回） 

ウ 大会参加者等の案内及び誘導 

  エ 会場周辺の通行管理、誘導案内 

  オ 行幸啓に関する警備 

  カ 雑踏警備 

  キ 事故等発生時の連絡体制・初動対応等の計画作成 

ク 実施本部員、警備員への研修・訓練等の実施 

ケ 防犯カメラによる監視  など 

 

自主警備配置人数                    単位：人（※延べ数） 

区  分 総合リハーサル 総合開会式 総合閉会式 合 計 

県職員 263 254 119 636 

ボランティア 0 146 18 164 

警備員 44 471 297 812 

合  計 307 871 434 1,612 

  ※総合リハーサルは、開・閉会式の実施に向けて行われる事前研修等の取組 

 

（２）消防防災業務関係 

  ア 会場内の火気点検、防災・避難誘導設備の確認 

イ 緊急車両（消防車、救急車）の配備 

ウ 災害発生時の連絡体制・初動対応（避難誘導、救護等）の事前決定 

エ 実施本部員、救護関係者への研修・訓練等の実施  など 

 

（３）大規模災害・突発重大事案対策業務関係 

  ア 発生に備えた防災関係機関を含めた連絡体制の確立 

  イ 発生時を想定した対応方法等の事前検討 

     

３ 開・閉会式に向けた事前準備行為 

ア 開・閉会式等警備計画による実施本部員や警備員等の配置や役割の決定 

イ 総合リハーサル大会での実施本部員や警備員等が連携した研修や役割確認 

ウ 携帯電話や無線機器による連絡体制の確保や防犯カメラの設置 

エ 開催前日からの会場内等の巡回警備や消防機材等の確認 

オ タイムスケジュールによる時間毎の警備対応計画作成 

 

４ 「いきいき茨城ゆめ大会」の中止について 

令和元年 10 月 12 日（土）～10 月 14 日（月）まで開催予定であった「いきいき茨城 

ゆめ大会」は、台風の接近により中止になりました。 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等自主警備業務実施計画（案） 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この計画は、第 76回国民体育大会警備・消防防災基本計画に基づき、第 76回国民体

育大会「三重とこわか国体」及び第 21回全国障害者スポーツ大会「三重とこわか大会」（以

下「両大会」という。）開・閉会式、両大会開・閉会式リハーサル、三重とこわか大会競技

会（以下「開・閉会式等」という。）の開催に伴う自主警備について必要な事項を定めるこ

とにより、事件・事故等の未然防止及び発生時におけるすみやかな事態の収拾を図り、選手

・監督・両大会役員・一般観覧者等（以下「両大会参加者」という。）の生命・身体・財産

を保護することを目的とする。 

 

（実施機関） 

第２条 県が設置する両大会の実施本部（以下「実施本部」という。）は、警察、消防、県防

災担当部及び委託警備会社等（以下「自主警備関係機関」という。）の協力を得て、自主警

備業務を実施する。   

 

（自主警備業務） 

第３条 この計画における自主警備業務は、次のとおりとする。 

(１) 別に定める会場管理運営要綱及び開会式・閉会式一般観覧者入場券申込約款並びに

施設管理者が規定する規則に基づく会場管理 

(２) 入退場者管理（入場者数管理、金属探知機検査、手荷物検査、持込禁止物一時預かり

等） 

(３) 巡視活動による不審者及び不審物件の発見と適切な初期対応 

(４) 開・閉会式等の円滑な運営を妨害する者及び行為に対する的確な対応 

(５) 交通誘導、車両対策、案内等の通行管理 

(６) 開・閉会式等の円滑な運営を行うための各種情報収集及び伝達 

(７) 会場への不法侵入防止、施錠管理等の管理保全 

(８) 通信体制の確立と通信手段の確保 

(９) 雑踏警備 

(10) 事前警戒・警備 

(11) 迷子・遺失物等の対応 

(12) その他必要な自主警備業務 

 

 

  審議事項（１） 
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第２章 開・閉会式会場における活動 

 

（実施期日及び実施場所） 

第４条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

三 重 と こ わ か 国 体 

総合開・閉会式リハーサル 

未 定 

 

【三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場】 

・三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場地内及び周辺 

・その他関係施設 

 

【荒天時】 

・未 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 開 会 式 

2021年９月 25日（土） 

 

三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 閉 会 式 

2021年 10月５日（火） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開・閉会式リハーサル 

未 定 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開  会  式  

2021年 10月 23日（土） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

閉  会  式  

2021年 10月 25日（月） 

 

事前警戒・警備 

 

 

2021年９月中旬（予定） 

     ～ ９月 24日（金） 

 2021年 10月中旬（予定） 

     ～ 10 月 22日（金） 

 

（組織及び任務） 

第５条 実施本部は、自主警備業務に万全を期すため、実施本部内に警備、消防及び防災等に

関係する各班の本部員等で構成する警備消防防災部を設置し、本部員及び警戒員に対して

具体的な任務区分を付与し、責任の所在を明確にしておく。 

 

（関係機関との連携） 

第６条 警備消防防災部は、自主警備業務を円滑に実施するため、自主警備関係機関と緊密な

連絡調整を行う。 

 

（平常時における活動） 

第７条 警備消防防災部は、自主警備関係機関及び実施本部各班と連携し、次のとおり自主警

備業務を行う。 

(１) 事前警戒・警備 

仮設物の転倒、損壊等の点検・警戒、不審者の会場内への侵入防止及び不審物件の発

見等のための警戒・警備 
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(２) 交通誘導整理 

ア 両大会関係車両に対する指定駐車場までの案内・誘導 

イ 駐車許可証不携帯車両に対する事実確認及び再発行 

ウ 両大会車両専用駐車場への一般車両の進入防止及び通行規制場所における迂回路の

指示 

エ 交通渋滞及び交通事故の原因となる駐車車両発見時における運転手に対する移動要

請並びに要請に応じない場合及び運転手不在の場合の警察官への車両排除要請 

オ 会場直近の交差点等における歩行者の安全確保を目的とした交通誘導整理 

(３) 会場内外通行管理 

ア 来場者種別に応じた動線案内・通行誘導 

イ 両大会参加者以外の一般通行者に対する立入制限の告知及び迂回路の教示 

ウ 会場内に物資・資器材等を搬入する車両、人員の確認及び歩行者との接触事故を防止

するための通路の確保 

エ 入場用ＩＤカード等の通行管理レベル識別証（以下「ＩＤカード等」という。）のレ

ベルに応じた通行適否の確認及び式典会場内の配席区分に応じた入場者の整理 

(４) 雑踏警備 

ア シャトルバス発着場、おもてなし広場、各入場口等、人の滞留・混雑が予想される場

所における警戒、広報、誘導 

イ 階段、勾配等により転倒事故が予想される危険箇所における警戒及び資器材を活用

した注意喚起 

ウ 各入場口、手荷物検査所等、群衆密度が高くなる場所における警戒及び所要時間の告

知 

エ 駆け足、転倒、通路上での立ち止まり等、危険要因排除のための案内、広報及び誘導 

オ 式典終了後における駆け足や押し合い等による転倒等の事故防止のための危険場所

における警戒及び動線別の案内、誘導 

カ 来場者が過密となり事故等の発生のおそれがある場合に来場者の分断、進入規制、迂

回措置等の状況に応じた適切な措置による来場者の危険緩和 

(５) 会場入退場者管理 

ア ＩＤカード等確認場所におけるＩＤカード等の所持の確認と不所持者の排除 

イ 手荷物検査所における入場整理、広報及び妨害行為企図者等に対する警戒並びに持

込禁止物の発見 

ウ 途中退場者に対する手荷物再検査の告知及び再入場時における再検査の徹底 

エ 会場内及び各入場口におけるＩＤカード等の確認と不正入場者の発見、排除 

オ 入退場者数の時間毎の確認と会場内来場者数の管理 

(６) 不審者、不審物件等に対する警戒 

ア 巡視活動等による不審者、不審物件に対する警戒及び認知又は発見時における警備

消防防災部への速報と適切な初期対応 



                                                                                                                     

12 

 

イ 妨害行為企図者等に関する情報収集及び認知又は発見時における警備消防防災部へ

の速報と適切な初期対応 

(７) その他 

その他必要な自主警備業務 

 

（事件・事故発生時における活動） 

第８条 警備消防防災部は、事件・事故、妨害行為等（以下「事案等」という。）の発生情報

を入手した場合は、事実確認に努めるとともに事態の早期鎮圧、被害の拡大防止を図るた

め、自主警備関係機関と協力し、次の活動を行う。 

(１) 通報連絡 

ア 事案等の発生を認知又は発見した警戒員は、事実確認に努めるとともに、警備消防防

災部へ概要を通報する。 

イ 通報を受けた警備消防防災部は、当該事案等の事実確認、状況把握に努めるととも

に、自主警備関係機関に通報、連絡を行う。 

(２) 初期対応 

ア 警備消防防災部における措置 

(ア) 事案等の情報収集を行い、正確な状況把握に努め、事案等の内容に応じた的確な

指示を現場に急行した本部員及び警戒員に与えるとともに、状況に応じて自主警備

関係機関への出動要請を行う。 

(イ) 事案等の状況により、本部員及び警戒員に、自主警備関係機関が行う活動への支

援や周辺における雑踏整理等を指示し、現場における早期鎮圧と収拾に協力する。 

(ウ) 情報分析を的確に行い、事案等の拡大の見通しや社会的反響等を総合的に判断

し、実施本部及び自主警備関係機関との連絡を図り、事案等の早期鎮圧と収拾に必

要な措置を講じる。 

イ 現場における措置 

(ア) 両大会参加者の生命・身体を守ることを最優先とし、二次被害が発生することの

ないよう安全性を確認したうえで、被害者の救出・救助を行うとともに、負傷者に

対し必要な救護活動を行う。 

(イ) 可能な限り事案等関係者（加害者、被害者、行為者、目撃者等）の確保に努める。

なお、確保が困難である場合は、事後対策のために事案等関係者の人相等の特徴及

び事案等の概要を記録する。 

(ウ) 自主警備関係機関が行う現場活動に協力し、現場周辺の雑踏整理等を行う。 

(エ) 本部員及び警戒員は、事案等発生に伴う来場者の動静把握に努め、特異動向が認

められる場合は警備消防防災部への連絡を行う。 

(オ) 現場に通じる緊急車両通行路の確保に努め、現場への誘導を行う。 

(カ) その他事案等の鎮圧、拡大防止等に必要な措置を行う。 
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（爆破等予告に対する対応） 

第９条 警備消防防災部は、爆破等の予告及び情報を入手した場合は、自主警備関係機関に速

報するとともに、協力して不審者及び不審物件の発見に努める。この際、両大会参加者の混

乱等防止に配慮する。 

 

（大規模災害・突発重大事案が発生した場合の対策） 

第 10条 大規模災害・突発重大事案が発生した場合の対策は、別に定める。 

 

（記録） 

第 11条 警備消防防災部は、自主警備活動状況の把握、発生した事案等の内容及び講じた措

置等について記録する。 

 

（通信連絡） 

第 12条 警備消防防災部及び自主警備関係機関との通信連絡体制は、別に定める。 

 

（地形、地物等の把握） 

第 13条 警備消防防災部は、効果的な自主警備活動及び迅速な現場急行ができるよう、実地

踏査により、会場内外の通路、既存施設、構造、非常口及び避難場所等の把握に努めるとと

もに、通常時における仮設物の設置状況等の実態把握にも努める。 

 

第３章 三重とこわか大会の競技会場における活動 

 

（実施期日及び実施場所） 

第 14条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

競技会場 

（練習会場含む） 

2021年 10月 22日（金） 

～  10月 25日（月） 

（公式練習日含む） 

 

※実施本部等が必要と認め

る場合は、上記実施期日以

外の事前警戒・警備に係る

期間を含むものとする。 

【伊勢市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場〔陸上競技（身・知）〕 

○三重県営サンアリーナ 

〔卓球（サウンドテーブルテニス

（身）を含む。）（身・知・精）〕    

〔ボッチャ（身）〕 

【津市】 

○津グランドボウル 

〔ボウリング（知）〕 

○津市産業・スポーツセンター 

（サオリーナ） 

〔バスケットボール（知）〕 
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〔車いすバスケットボール（身）〕 

○津市安濃中央総合公園内体育館 

〔バレーボール（精）〕 

【四日市市】 

○四日市市総合体育館 

〔バレーボール（身・知）〕 

【松阪市】 

○松阪市総合運動公園 芝生広場 

〔アーチェリー（身）〕 

【鈴鹿市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

水泳場〔水泳（身・知）〕 

〇三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

サッカー・ラグビー場 

〔サッカー（知）〕 

【志摩市】 

○長沢野球場、長沢多目的広場 

〔フットベースボール（知）〕 

【東員町】 

○東員町スポーツ公園陸上競技場 

〔フライングディスク（身・知）〕 

【明和町】 

○明和中学校第２グラウンド 

〔グランドソフトボール（身）〕 

【紀北町】 

〇赤羽公園野球場、赤羽公園多目的

グラウンド 

〔ソフトボール（知）〕 

※上記競技会場と異なる練習会場に

ついても、実施場所に含むものと

する。また、実施本部等が必要と認

める場合は、競技会場及び練習会

場が所在する付帯施設並びにその

周辺を含むものとする。 

                        身：身体障がい者が出場できる競技 

                        知：知的障がい者が出場できる競技 

                        精：精神障がい者が出場できる競技 
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（活動内容） 

第 15条 自主警備体制及び活動内容は、第２章の規定を準用し、当日の実施業務を分担する

会場地市町と連携しながら整備する。 

 

第４章 研修及び訓練 

 

（研修及び訓練の実施） 

第 16条 実施本部は、開・閉会式等における自主警備業務を円滑に実施するため、関係する

実施本部員に対し、両大会開催前の適切な時期に、業務に関する研修及び事前訓練を実施す

る。 

 

（研修及び訓練内容） 

第 17条 自主警備業務に関する研修及び訓練の内容は、次のとおりとする。 

(１) 開・閉会式等における自主警備に関すること。 

(２) 自主警備関係機関との連携に関すること。 

(３) 現地踏査などによる避難誘導、避難経路に関すること。 

(４) その他両大会の自主警備に係る必要な事項に関すること。 

 

第５章 雑則 

 

（委任） 

第 18条 この計画に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等消防防災業務実施計画（案） 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この計画は、第 76回国民体育大会警備・消防防災基本計画に基づき、第 76回国民体

育大会「三重とこわか国体」及び第 21回全国障害者スポーツ大会「三重とこわか大会」（以

下「両大会」という。）開・閉会式、両大会開・閉会式リハーサル、三重とこわか大会競技

会（以下「開・閉会式等」という。）の開催に伴う消防防災体制及び活動要領等を定め、火

災その他の災害（以下「火災等」という。）の未然防止及び発生時における迅速かつ的確な

対応を図り、選手・監督・役員・一般観覧者等（以下「両大会参加者」という。）の安全を

確保することを目的とする。 

 

（諸規定との関係） 

第２条 開・閉会式等における消防防災業務は、消防法等関係規定や開・閉会式等関係施設の

管理者（以下「各施設管理者」という。）が定めた消防計画等によるもののほか、この計画

の定めによる。 

 

（実施機関） 

第３条 県が設置する両大会の実施本部（以下「実施本部」という。）は、消防、警察、県防

災担当部、医療機関、委託警備会社等（以下「消防防災関係機関」という。）及び各施設管

理者の協力を得て、消防防災業務を実施する。 

 

（消防防災業務） 

第４条 この計画における消防防災業務は、次のとおりとする。 

(１) 火災等の予防、警戒及び発生時の初期消火活動 

(２) 火気等使用場所の指定 

(３) 火災等発生時の消防防災関係機関への通報 

(４) 火災等の情報収集及び実施本部各班への連絡 

(５) 救急・救助及び医療機関等の救急活動に対する協力支援 

(６) 避難路、避難場所の確保及び緊急時の避難誘導 

(７) 会場定員管理 

(８) 緊急車両（消防ポンプ車、救急自動車等）の配備要請 

(９) 緊急車両等出動時の会場内の整理・誘導及び通行路の確保 

(10) 消防防災業務及び医療業務に必要な装備資器材の配備 

(11) 会場内外の消火栓設備、消火器の点検と封印等の確認 

  審議事項（２） 
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(12) 火災報知機の誤発報等による妨害行為の警戒 

(13) 通信体制の確立と通信手段の確保 

(14) その他必要な消防防災業務 

 

第２章 火災等予防管理 

 

（火気等使用予防管理） 

第５条 実施本部は、火災予防及び災害の発生による出火を防止するため、各施設管理者と協

力して火気等の使用に関して次の業務を行う。 

(１) 火気等の使用場所の決定 

   喫煙場所及び火気設備機器等の使用場所は、各施設管理者と協議の上、決定する。 

(２) 各施設管理者の承認 

   次に掲げる事項を行う場合は、あらかじめ各施設管理者に申し出て、承認を得るもの

とする。 

ア 指定された喫煙場所以外の場所への新たな喫煙所の設置 

イ 各種火気設備機器等の設置又は変更 

ウ 式典等における火気の使用 

エ 催物施設整備での火気の使用 

オ 臨時売店における火気の使用 

カ その他火災等の予防上必要と認められる事項 

 

（遵守事項） 

第６条 実施本部は、火気等を使用する者に対し、次の事項について周知徹底を図る。 

(１) 喫煙は喫煙所で行うこと。 

(２) 電熱器、ガス器具等の火気設備機器は指定された場所で使用し、使用目的以外に使用

しないこと。 

(３) 火気の使用に際しては周辺の整理整頓に努め、近くに可燃物を置かないこと。 

(４) 火気の使用後は確実に火の始末を行い、火気設備機器は確実に点検を行って安全を

確認すること。 

(５) 火気の使用場所付近には、消火器を置くこと。 

２ 両大会に関係するすべての者は、防火施設、消火設備等の機能を有効に保持するため、 

  次の事項を遵守すること。 

(１) 入場口、避難口、通路、階段付近に避難上支障となる物品を置かないこと。 

(２) 防火扉付近に閉鎖の障害となる物品又は延焼の媒介となる物品を置かないこと。 

(３) 消防用設備等付近に使用上支障となるような物品を置かないこと。 
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第３章 開・閉会式会場における活動 

 

（実施期日及び実施場所） 

第７条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

三 重 と こ わ か 国 体 

総合開・閉会式リハーサル 

未 定 

 

【三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場】 

・三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場地内及び周辺 

・その他関係施設 

 

【荒天時】 

・未 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 開 会 式  

2021年９月 25日（土） 

 

三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 閉 会 式  

2021年 10月５日（火） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開・閉会式リハーサル  

未 定 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開  会  式  

2021年 10月 23日（土） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

閉  会  式  

2021年 10月 25日（月） 

 

事前予防・点検 

 

 

2021年９月中旬（予定） 

    ～ ９月 24日（金） 

2021年 10月中旬（予定） 

    ～ 10月 22日（金） 

 

（組織及び任務） 

第８条 実施本部は、消防防災業務に万全を期すため、実施本部内に警備、消防及び防災等に

関係する各班の本部員等で構成する警備消防防災部を設置し、本部員及び警戒員に対して、

具体的な任務区分を付与し、責任の所在を明確にしておく。 

２ 火災等が発生し又は発生のおそれがある場合は、必要に応じて実施本部で緊急に組織す

る臨時消防防災組織を編制する。 

 

（関係機関等との連携） 

第９条 警備消防防災部は、消防防災業務を円滑に実施するため、消防防災関係機関と緊密な

連絡調整を行う。 

 

（平常時における活動） 

第 10条 警備消防防災部は、消防防災関係機関、各施設管理者及び実施本部各班と連携して、

次の消防防災業務を行う。 
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(１) 予防管理・点検 

ア 指定場所における喫煙状況 

イ 指定場所における火気等の使用状況 

ウ 臨時売店等における防火安全管理状況 

エ ゴミ箱、ゴミ集積所等における出火防止 

オ 入場口、避難口、通路及び階段付近における避難上支障となる物品の有無 

カ 防火扉付近に閉鎖の支障となる物品及び延焼の媒介となる物品の有無 

キ 避難誘導灯、通路誘導灯等の点灯状況 

ク 自動火災報知設備の表示灯の点灯状況及び使用上支障となる物品の有無 

ケ 消防水利の異常の有無及び採水上支障となる物品の有無 

コ 消火器、消火栓の設置状況及び異常の有無並びに封印等の確認 

サ 変電設備の外的異常の有無及び周辺における可燃性物品の有無 

シ 屋外危険物貯蔵施設の外的異常の有無及び周辺における可燃性物品の有無 

ス 緊急車両進入路における通行支障物品の有無 

セ 避難場所の使用状況の確認 

ソ 避難経路上における通行支障物品等の有無 

タ その他必要な措置 

(２) 報告 

予防管理・点検の実施者は、予防管理・点検の結果を警備消防防災部に報告する。 

(３) 是正・改善 

警備消防防災部は、予防管理・点検により、不備、欠陥、支障となる物品の存置、設

備等の異常、不審物発見等の報告があった場合は、実施本部各部及び消防防災関係機関

に通報連絡を行うとともに、必要に応じてすみやかに是正・改善を行う。 

(４) 記録 

警備消防防災部は、是正又は改善の結果及び警備消防防災部が執った措置を記録す

る。 

 

（火災等発見時の措置） 

第 11条 火災等の発生を認知又は発見した者は、消防機関へすみやかに通報するとともに、

警備消防防災部に対して電話、無線機、口頭等の最も迅速な方法で通報する。 

 

（火災等発生時における活動） 

第 12条 警備消防防災部は、火災等が発生した場合又は情報を入手した場合は、事実確認に

努めるとともに、被害の拡大防止を図るため、消防防災関係機関及び各施設管理者と協力

し、次の活動を行う。 

(１) 通報連絡等 

ア 火災等の情報又は発生の通報を受理した場合は、その通報内容について記録すると
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ともに、本部員及び警戒員を直ちに現場に派遣させて事実確認を行う。 

イ 火災等の発生を確認した場合は、消防防災関係機関へ通報連絡を行い連携協力体制

を確立するとともに、火災等発生状況報告書により火災等の発生の内容を把握する。 

ウ 把握した火災等の状況に応じて、救護担当班、消防防災関係機関の出動要請等適切な

初期対応を行うとともに、必要に応じて臨時消防防災体制を編制する。 

(２) 初期消火活動、連絡調整等 

ア 警備消防防災部における措置 

(ア) 把握した内容に基づき、消防防災関係機関に出動要請の通報を行うとともに、緊

密な連絡体制を確立する。 

(イ) 火災等発生場所以外の本部員及び警戒員を現場に派遣させて、消防防災関係機

関による消火活動等への支援活動を行うとともに、必要に応じて臨時消防防災体制

を編制し、運用する。 

(ウ) 火災等の発生日時、場所、負傷者の有無、原因、発生規模、拡大の見通し、被害

の程度、二次被害のおそれ等に関する情報の収集及び実施本部、消防防災関係機関

等への通報連絡を逐一行い、実施本部における指揮命令体制を確立する。 

(エ) 火災等の発生状況等について、実施本部に対する通報連絡を徹底し、迅速かつ円

滑な避難誘導が図れるように周知する。 

(オ) 火災等の発生場所以外における避難等の措置の判断に必要な情報の収集に努め

る。 

イ 現場における措置 

(ア) 消火器、消火栓設備等を活用し、事故や二次災害に留意しながら初期消火活動を

行うとともに、被害の拡大防止に努め、負傷者がいる場合は救護活動を優先する。 

(イ) 現場に通じる消防車等の緊急車両通行路を確保し、現場への誘導にあたる。 

(ウ) 消防防災関係機関が行う消火活動に協力するとともに、現場周辺の雑踏整理等

を行う。 

(エ) 可能な限り、火災等の発生に係る発見者、目撃者等の確保に努める。 

(オ) 火災等の発生に伴う両大会参加者の動静把握に努め、特異動向が認められ、又は

おそれがある場合は警備消防防災部への連絡を行う。 

(カ) その他火災等の鎮圧、拡大防止等に必要な措置を行う。 

(３) 避難誘導 

避難誘導を実施する場合は、臨時消防防災体制による任務分担を行い、消防防災関係

機関との連携を図りながら、安全かつ迅速な避難誘導に努める。 

(４) 救護支援 

負傷者の生命・身体を守ることを最優先とし、二次災害が発生することのないよう、

安全性を確認したうえで、負傷者の救出・救助を行うとともに、消防防災関係機関や救

護担当班の活動を支援する。 
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（非常放送） 

第 13条 火災等発生時における非常放送は、次のとおり定める。 

(１) 非常放送の対応 

実施本部は、火災等発生時の非常放送について、来場者の心理的不安を除去する放送

内容に努める。 

(２) 非常放送時の措置 

実施本部長は、火災等が発生し、非常放送を行う必要があると認めたときは、実施本

部担当班に指示する。 

 

（避難場所） 

第 14条 避難場所は、関係機関と調整のうえ決定する。 

 

（大規模災害・突発重大事案が発生した場合の措置） 

第 15条 大規模災害・突発重大事案が発生した場合の対策は、別に定める。 

 

（通信連絡・記録） 

第 16条 消防防災関係機関等との通信連絡体制及び警備消防防災に関する記録は、別に定め 

 る。 

 

第４章 三重とこわか大会の競技会場における活動 

 

（実施期日及び実施場所） 

第 17条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

競技会場 

（練習会場含む） 

2021年 10月 22日（金） 

～  10月 25日（月） 

（公式練習日含む） 

 

※実施本部等が必要と認め

る場合は、上記実施期日以

外の事前予防・点検に係る 

期間を含むものとする。 

【伊勢市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場〔陸上競技（身・知）〕 

○三重県営サンアリーナ 

〔卓球（サウンドテーブルテニス（身）

を含む。）（身・知・精）〕 

〔ボッチャ（身）〕 

【津市】 

○津グランドボウル 

〔ボウリング（知）〕 

○津市産業・スポーツセンター 

（サオリーナ） 

〔バスケットボール（知）〕 
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〔車いすバスケットボール（身）〕 

○津市安濃中央総合公園内体育館 

〔バレーボール（精）〕 

【四日市市】 

○四日市市総合体育館 

〔バレーボール（身・知）〕 

【松阪市】 

○松阪市総合運動公園 芝生広場 

〔アーチェリー（身）〕 

【鈴鹿市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

水泳場〔水泳（身・知）〕 

〇三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

サッカー・ラグビー場 

〔サッカー（知）〕 

【志摩市】 

○長沢野球場、長沢多目的広場 

〔フットベースボール（知）〕 

【東員町】 

○東員町スポーツ公園陸上競技場 

〔フライングディスク（身・知）〕 

【明和町】 

○明和中学校第２グラウンド 

〔グランドソフトボール（身）〕 

【紀北町】 

〇赤羽公園野球場、赤羽公園多目的グ 

ラウンド 

〔ソフトボール（知）〕 

※上記競技会場と異なる練習会場に

ついても、実施場所に含むものとす

る。また、実施本部等が必要と認め

る場合は、競技会場及び練習会場が

所在する付帯施設並びにその周辺

を含むものとする。 

                        身：身体障がい者が出場できる競技 

                        知：知的障がい者が出場できる競技 

                        精：精神障がい者が出場できる競技 
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（体制等） 

第 18条 消防防災体制及び活動内容は、第３章の規定を準用し、会場地市町と協議のうえ、

協力して整備する。 

 

第５章 研修及び訓練 

 

（研修及び訓練の実施） 

第 19条 実施本部は、開・閉会式等における消防防災業務を円滑に実施するため、関係する

実施本部員に対し、両大会開催前の適切な時期に、業務に関する研修及び事前訓練を実施す

る。 

 

（研修及び訓練内容） 

第 20条 消防防災業務に関する研修及び訓練の内容は、次のとおりとする。 

(１) 研修内容 

ア 開・閉会式等における消防防災業務に関すること。 

イ 開・閉会式等消防防災業務マニュアルの周知徹底に関すること。 

ウ 警備消防防災部及び臨時消防防災体制に係る任務の周知徹底に関すること。 

エ その他消防防災業務に係る必要な事項に関すること。 

(２) 訓練内容 

ア 火災等の情報収集、伝達及び通報訓練 

イ 初期消火訓練 

ウ 救出救護訓練 

エ 避難誘導訓練 

オ 通信機器取扱訓練 

カ その他必要と認める事項  

 

第６章 雑則 

 

（委任） 

第 21条 この計画に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式等大規模災害・突発重大事案対策業務実施計画（案） 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この計画は、第 76回国民体育大会警備・消防防災基本計画に基づき、第 76回国民体

育大会「三重とこわか国体」及び第 21回全国障害者スポーツ大会「三重とこわか大会」（以

下「両大会」という。）開・閉会式、両大会開・閉会式リハーサル、三重とこわか大会競技

会（以下「開・閉会式等」という。）の開催時において、大規模災害・突発重大事案（以下

「大規模災害等」という。）が発生した場合における県が設置する実施本部（以下「実施本

部」という。）の業務体制及び業務要領等を定め、迅速かつ的確な応急対策を図り、選手・

監督・役員・一般観覧者等（以下「両大会参加者」という。）の安全を確保することを目的

とする。 

 

（定義） 

第２条 この計画における用語の定義は、次に定めるところによる。 

(１) 大規模災害 

大規模な地震、暴風、豪雨、洪水その他異常な自然現象又は火災等で、死傷者の発生

又は施設の損壊を伴い、若しくはそのおそれがあり、特別な体制で対処する必要がある

事案をいう。 

(２) 突発重大事案 

爆発事故、雑踏事故、爆薬や毒劇物等を用いたテロ等突発事案であって、死傷者等を

伴い、社会的反響の大きい事案、又は死傷者等を伴うおそれがあり、大きな社会的反響

が予想される事案など特別な体制で対処する必要がある事案をいう。 

 

第２章 開・閉会式会場における対策 

 

（実施期日及び実施場所） 

第３条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

三 重 と こ わ か 国 体 

総合開・閉会式リハーサル 

未 定 

 

【三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場】 

・三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場地内及び周辺 

・その他関係施設 

  審議事項（３） 
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三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 開 会 式 

2021年９月 25日（土） 

 

【荒天時】 

・未 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 重 と こ わ か 国 体 

総 合 閉 会 式 

2021年 10月５日（火） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開・閉会式リハーサル  

未 定 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

開  会  式  

2021年 10月 23日（土） 

 

三 重 と こ わ か 大 会 

閉  会  式  

2021年 10月 25日（月） 

 

事前警戒 

 

 

2021年９月中旬（予定） 

     ～ ９月 24日（金） 

2021年 10月中旬（予定） 

      ～10 月 22日（金） 

 

（警戒措置） 

第４条 三重とこわか国体・三重とこわか大会開・閉会式等消防防災業務実施計画等に規定す

る警備消防防災部は、大規模災害等の発生のおそれがある場合、実施本部各班と連携して次

の警戒措置を行う。 

(１) 大規模災害等に関する情報の収集 

(２) 交通機関の運行及び道路交通状況の情報収集 

(３) 避難経路の確認及び避難場所の確保 

(４) 仮設物の安全確認、転倒・落下防止措置及び障害物の点検・除去 

(５) 大規模災害等対応の指揮及び避難場所等の周知 

(６) 火気の使用中止及び機器等の運転の安全確認 

(７) 医薬品、医療器具等の確保準備 

(８) 県・関係市町災害対策本部（未設置の場合の連絡担当課（係）等を含む。）及び消防、

警察、委託警備会社等（以下「防災関係機関」という。）への連絡、連携の確保 

(９) その他必要な警戒措置 

 

（大規模災害等発生時の措置） 

第５条 実施本部員は、大規模災害等の発生時において、次に定める一時的な応急対策を行う。 

(１) 応急対策に必要な体制の確立 

(２) 事案の概要、被害状況の把握及び交通情報の収集 

(３) 救急・救助活動 

(４) 両大会参加者（災害時要配慮者を含む。）の安全確保及び避難誘導 

(５) 緊急車両の誘導及び通行路の確保 



26 

 

(６) 残留者対策及び会場内保安対策等の会場管理業務 

(７) 医療機関等の救急活動に対する協力支援 

(８) 防災関係機関及び県・関係市町災害対策本部等との密接な連携及び情報共有 

(９) 通信手段の確保と災害時通信体制の確立 

(10) その他必要な措置 

 

（特別緊急災害対策本部の設置） 

第６条 実施本部長は、大規模災害等が発生し又はそのおそれがあり、応急対策を実施するた

めに、特に必要があるときは、別に定める伝達網により伝達を行うとともに、特別緊急災害

対策本部（以下「特別緊急本部」という。）を設置する。 

２ 特別緊急本部は、開・閉会式等会場が被災等により使用に耐え難い場合、又はそのおそれ

がある場合においては、近隣の適切な場所に設置する。 

３ 特別緊急本部の編制及び役割、連絡・通信体制は、別に定める。 

 

（特別緊急本部の運用） 

第７条 特別緊急本部の編制にあたっては、大規模災害等の発生場所や規模、被害状況及びそ

の拡大、波及性等を勘案し、弾力的な運用を図るものとする。 

 

（防災関係機関との連携） 

第８条 特別緊急本部は、大規模災害等の一時的な応急対策を円滑に実施するため、防災関係

機関と緊密な連絡調整を行うとともに、協力体制を確立する。 

 

（県防災組織との関係） 

第９条 特別緊急本部は、大規模災害等が発生し又はそのおそれがあり、県が地域防災計画や

各部局の各種危機事案対応マニュアル等に基づき、県災害対策本部、各種危機事案対策本部

等を設置した場合においては、各対策本部等との緊密な連絡体制を構築し、連携協力する。 

 

（主催者連絡会議等による決定措置） 

第 10条 実施本部長は、両大会の開催直前又は開催中において主催者等の協議により中止又

は中断の決定がなされた場合は、混乱による影響や各種事故防止を図るため、必要に応じて

特別緊急本部を設置し、直ちに次の措置をとる。 

(１) 両大会参加者に対して、場内放送設備、大型映像装置等の機器の活用及び現場広報に

より、中止又は中断の周知を図り、避難又は退場の案内誘導を行う。 

(２) 出入口等における退場の支障となる物品等を撤去するとともに、必要により避難口

を開放し、第 13条に定める避難場所への安全な誘導に努める。 

(３) 会場への入場禁止措置をとるとともに、入場しようとする者に対して、中止又は中断

の周知を図り、必要により直近の避難場所へ安全な誘導を行う。 
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(４) 緊急の避難を必要としない中止の決定があった場合は、両大会参加者を退場場所ま

で安全に案内誘導を行う。 

(５) 避難後の残留者の発見に努め、発見した場合は直ちに避難又は退場の措置をとる。 

(６) 中断する場合においては、無用な混乱を生じさせないため中断の理由及び中断に伴

う措置並びに今後の見通しについて両大会参加者に周知を図るとともに、突発的な事

案の拡大等による中止に備えた警戒措置に配意する。 

 

（実施態度の決定） 

第 11条 開・閉会式等の実施の決定に係る処理等は、別に定めるところによる。 

 

（避難等の周知） 

第 12条 実施本部は、大規模災害等の発生により両大会参加者を避難させる場合に備え、次

の方法等により入場時に両大会参加者に対する大規模災害等対策の事前周知・啓発を図る。 

(１) 観客席、控所等における避難経路、退場口、避難時の留意事項等を記載したチラシの

配布 

(２) 場内放送の活用による大規模災害等発生時の諸注意の伝達 

(３) 式典出演者、音楽隊等が使用する場所の避難経路、退場口、避難時の留意事項等の口

頭による伝達 

 

（避難場所） 

第 13条 避難場所は、関係機関と調整のうえ決定する。 

 

（留意事項） 

第 14条 避難誘導にあたっては、次の事項に留意し、両大会参加者の安全かつ迅速な避難誘

導に努める。 

(１) 場内放送の活用、拡声器等による避難方法、避難経路の案内指示等の広報を積極的に

行い、心理的不安の除去を図りつつ、混乱による二次災害の防止に努める。 

(２) 両大会参加者の行動統制を図り、前条で定めた避難場所に誘導する。 

(３) 乳幼児、高齢者、障がい者等の要配慮者に対する積極的な支援を行い、負傷者ととも

に最優先で避難誘導に努める。 

(４) トイレ、洗面所、各諸室等における残留者の発見に努める。 

(５) 避難場所における避難者数、負傷者等の有無及び負傷程度の把握に努める。 

(６) 避難者に対して判明した大規模災害等の現況、公共交通機関の運行及び道路交通状

況並びに今後の見通し等について積極的かつ効果的な広報に努める。 

(７) 防災関係機関との連携を密にして、積極的な協力支援に努める。 

 

（負傷者等の搬出等） 

第 15条 特別緊急本部は、人命救助を最優先とした迅速な救助活動に努め、救急医療関係者
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との連携を密にした救護支援を行う。 

２ 負傷者等の搬送先は、原則として救護所とする。ただし、搬送に耐え難いと判断される重

傷（症）者にあっては、医療関係者の判断による。 

 

（医療体制） 

第 16条 特別緊急本部は、防災関係機関と連携を密にして、負傷者等を指定救急医療機関等

の医療施設へ迅速に搬送するための支援を行うとともに、迅速・的確な医療体制の確立を図

る。 

 

第３章 三重とこわか大会の競技会場における対策 

 

（実施期日及び実施場所） 

第 17条 実施期日及び実施場所は、次のとおりとする。 

区 分 実施期日 実施場所 

競技会場 

（練習会場含む） 

2021年 10月 22日（金） 

～  10月 25日（月） 

（公式練習日含む） 

 

※実施本部等が必要と認め

る場合は、上記実施期日以

外の事前警戒に係る期間を

含むものとする。 

【伊勢市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 

陸上競技場〔陸上競技（身・知）〕 

○三重県営サンアリーナ 

〔卓球（サウンドテーブルテニス

（身）を含む。）（身・知・精）〕 

〔ボッチャ（身）〕 

【津市】 

○津グランドボウル 

〔ボウリング（知）〕 

○津市産業・スポーツセンター 

（サオリーナ） 

〔バスケットボール（知）〕 

〔車いすバスケットボール（身）〕 

○津市安濃中央総合公園内体育館 

〔バレーボール（精）〕 

【四日市市】 

○四日市市総合体育館 

〔バレーボール（身・知）〕 

【松阪市】 

○松阪市総合運動公園 芝生広場 

〔アーチェリー（身）〕 
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【鈴鹿市】 

○三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

水泳場〔水泳（身・知）〕 

〇三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿 

サッカー・ラグビー場 

〔サッカー（知）〕 

【志摩市】 

○長沢野球場、長沢多目的広場 

〔フットベースボール（知）〕 

【東員町】 

○東員町スポーツ公園陸上競技場 

〔フライングディスク（身・知）〕 

【明和町】 

○明和中学校第２グラウンド 

〔グランドソフトボール（身）〕 

【紀北町】 

〇赤羽公園野球場、赤羽公園多目的

グラウンド 

〔ソフトボール（知）〕 

※上記競技会場と異なる練習会場に

ついても、実施場所に含むものと

する。また、実施本部等が必要と認

める場合は、競技会場及び練習会

場が所在する付帯施設並びにその

周辺を含むものとする。 

                        身：身体障がい者が出場できる競技 

                        知：知的障がい者が出場できる競技 

                        精：精神障がい者が出場できる競技 

 

（活動内容） 

第 18条 大規模災害等の対策については、第２章の規定を準用し、必要な対策を講じる。 

 

第４章 研修及び訓練 

（研修及び訓練） 

第 19条 実施本部は、大規模災害等発生時における円滑な諸活動の実施に備え、関係する実

施本部員に対し、両大会開催前の適切な時期に、業務に関する研修及び事前訓練を実施する。 
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（研修及び訓練実施） 

第 20条 大規模災害等の対策に関する研修及び訓練の内容は、次のとおりとする。 

(１) 研修内容 

ア 特別緊急本部の組織編制に関すること。 

イ 本実施計画の周知及び大規模災害等対策に必要な知識に関すること。 

ウ その他、両大会の開催に伴う大規模災害等対策に係る必要な事項に関すること。 

(２) 訓練内容 

ア 大規模災害等情報の収集、伝達及び通信要領 

イ 救護対応訓練 

ウ 避難誘導訓練 

エ 広報活動訓練 

オ その他必要と認める事項 

 

第５章 雑則 

（委任） 

第 21条 この計画に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会 

開・閉会式会場管理運営要綱（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、第 76回国民体育大会「三重とこわか国体」及び第 21 回全国障害者ス

ポーツ大会「三重とこわか大会」の開会式及び閉会式（以下「開・閉会式」という。）の

参加者の安全・安心と円滑な運営を図るため、開・閉会式会場に入場し、又は入場しよう

とするすべての者（以下「入場者等」という。）が遵守すべき事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１）管理運営区域 

   「三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 陸上競技場」及び周辺地域において、三重とこわか

国体・三重とこわか大会実行委員会（以下「実行委員会」という。）が使用する区域をい

う。 

（２）入場管理区域 

   前号で定める管理運営区域のうち、入場用ＩＤカード等による通行管理レベル識別証

（以下「ＩＤカード等」という。）により入場管理を行う区域をいう。 

（３）式典会場区域 

   入場管理区域のうち、開・閉会式の式典が行われる区域をいう。 

 

（管理運営者） 

第３条 管理運営区域の管理運営者は、三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会会長

（以下「会長」という。）とする。 

 

（持込禁止物） 

第４条 管理運営区域に、次の各号に掲げる物（模造品、類似品を含む。）を持ち込んではな

らない。ただし、会長が特に必要と認めた場合はこの限りではない。 

（１）銃砲類、エアーソフトガン、モデルガン、その他銃器及び銃器と誤認させるもの（銃砲

の威力のない銃器を含む） 

（２）刀剣類、包丁、ナイフ、カミソリ、針、ハサミ、缶切、その他の鋭利な物 

（３）毒物、劇物その他の有害物質 

（４）爆発物、発煙筒、爆竹、花火、ガスホーン、火薬、照明弾、催涙スプレー、油類その他

の可燃性の危険物 

（５）スタンガン、石、弓矢、スリングショット、吹矢、木材、木刀、鉄パイプ、棒、ハンマ

  審議事項（４） 
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ー、チェーン、その他凶器として使用されるおそれのある物 

（６）掲示板、立て看板、横断幕、懸垂幕、旗、のぼり、アドバルーン、風船、ゼッケン、プ

ラカード、文書、図書、図画、印刷物、レーザーポインター、サーチライト、その他開・

閉会式の運営に支障を及ぼすおそれのある物 

（７）塗料類(ペンキ類) 

（８）キックボード、スティックボード、スケートボード、ローラースケート、ローラー付き

シューズ、ラジコン、その他の通行に危険を及ぼすおそれのある物 

（９）無線通信機器(携帯電話、スマートフォン、タブレット、小型ラジオ等を除く。) 

（10）ドローン、カメラ内蔵型マルチヘリコプター、ラジコンヘリコプター、その他遠隔操作

又は自動操縦により飛行させることができる無人航空機 

（11）動物類（盲導犬、聴導犬、介助犬等身体障がい者の補助の用に供する目的で訓練された

犬を除く。） 

（12）その他入場者等に迷惑若しくは危険を及ぼし、又はそのおそれのある物 

２ 式典会場区域に、前項各号に掲げる物のほか、次の各号に掲げる物を持ち込んではならな

い。該当物については持込禁止物預かり所にて一時預かることとする。ただし、会長が特に

必要と認めた場合は、この限りではない。 

（１）酒類 

（２）ペットボトル 

（３）ドライアイス 

（４）ボール類、ブーメランなどの投てき用遊具のほか、ビン類、缶類（スプレー缶を含む。）、

凍結物その他の投てき、破裂等により他人に危害を与えるおそれのある物 

（５）ホイッスル、拡声器、楽器、ラジオカセット及びスピーカーその他の大きな音が出る物 

（６）クーラーボックス、旅行用カバンその他のスタンド通路の通行に支障を及ぼすおそれの

ある大型又は大量の荷物 

（７）その他開・閉会式の式典の運営若しくは進行を妨げ、又はそのおそれのある物 

 

（禁止行為） 

第５条 管理運営区域において、次の各号に掲げる行為をしてはならない。ただし、会長が特

に必要と認めた場合はこの限りでない。 

（１）立入りを制限又は禁止された場所に正当な理由なく立入ること。 

（２）フィールド、観客席等へ物を投げ入れ、又は発射すること。 

（３）機器を使用し、むやみに大音量を発すること。 

（４）施設、器物、装置を汚損若しくは破壊し、又はみだりに操作を行うこと。 

（５）入場者等を脅迫、威圧、侮辱、挑発し、若しくは他の入場者等に面会を強要し、又は他

の入場者等の通行の妨害となる行為をすること。 

（６）抗議集会、デモ、ヘイトスピーチ等会場秩序を乱すおそれのある行為をすること。 

（７）所定の場所以外の場所で喫煙し、又はごみその他の汚物を廃棄すること。 
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（８）アルコール、薬物その他の物質により酩酊した状態で入場し、又は入場しようとするこ

と。 

（９）実行委員会が発行する駐車許可証等を掲示することなく、管理運営区域に自動車を乗り

入れ、又は所定の場所以外の場所に駐車すること。 

（10）所定の場所以外の場所へ自転車若しくは二輪車を乗り入れ、又は所定の場所以外の場所

に駐輪すること。 

（11）たき火、電熱器、ガスその他これに類する火気を使用すること。 

（12）テント、小屋掛けその他工作物を設けること。 

（13）商行為、寄付金の募集、広告物の掲示等の行為をすること。 

（14）文書、図書、図面、印刷物その他の物を配布し、又は掲出すること。 

（15）宣伝、勧誘、署名活動、演説、講演、布教、集会又は喧噪にわたる行為をすること。 

（16）本人名義以外のＩＤカード等を使用して入場管理区域に入る目的でＩＤカード等を所

持し、または入場しようとすること。 

（17）施設又は設備に施された錠、封印、テープ等を損壊、開封又は改変すること。 

（18）その他管理運営区域における秩序の保持と大会の円滑な運営を妨げ、入場者等に迷惑若

しくは危険を及ぼし、又はそのおそれのある行為をすること。 

２ 式典会場区域において、前項各号に掲げる行為のほか、次の各号に掲げる行為をしてはな

らない。ただし、会長が特に必要と認めた場合は、この限りではない。 

（１）会場内で傘を使用すること。 

（２）他の入場者等の迷惑になる、又はそのおそれのある撮影を行うこと。 

（３）退場が規制されている時間に許可なく退場すること。 

 

（遵守事項） 

第６条 入場者等は、管理運営区域の施設管理者が定める諸規定を遵守しなければならない。 

２ 入場管理区域に入場し、又は入場しようとする者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。 

（１）ＩＤカード等を外部から視認できるように指定された方法により携帯すること。 

（２）運転免許証、障害者手帳、パスポート等写真付きの身分証明書又は健康保険被保険者証

その他の本人であることを確認できるもの（以下「本人確認書類」という。）を携帯し、

係員から提示を求められたときは、これに応じること。 

（３）係員の指示、案内、誘導等に従い行動すること。 

３ 式典会場区域に入場し、又は入場しようとする者は、前項各号に加え、次の各号に掲げる

事項を遵守しなければならない。 

（１）指定された場所において、ＩＤカード等及び本人確認書類を係員に提示すること。 

（２）式典会場区域における参加者の安全・安心と大会の円滑な運営のための手荷物、所持品

等の検査に協力すること。 

（３）指定された席又はスタンドエリア内において着席して観覧し、係員が席の移動を指示し
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た場合は、これに従うこと。 

 

（入場制限等） 

第７条 会長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、管理運営区域への入場を拒み、又

は退場を命ずることができる。 

（１）会長の許可なく、第４条に掲げる物を持ち込んだ者又は持ち込もうとする者 

（２）会長の許可なく、第５条に掲げる行為を行った者又は行うおそれのある者 

（３）正当な理由なく前条に掲げる事項を遵守しない者 

 

（雑則） 

第８条 第４条及び第５条の規定は、次に掲げる場合には適用しないものとする。 

（１）実行委員会又は三重とこわか国体・三重とこわか大会実施本部が、開・閉会式の会場設

営及び運営並びに式典行事を行う場合 

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会伊勢市実行委員会が競技のため会場設営及び運営

を行う場合 

２  この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項については、別に定め

る。 

 

   附 則 

 この要綱は、2021年９月 24日から施行し、2021年 10月 25 日をもって、その効力を失う。 
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今後のスケジュール 

 

令和元年度から令和２年度にかけての国体・大会開催準備（警備・消防専門

委員会関係分）については、次のとおり予定しています。 

 

年度 月 内       容 

 

令和元年度 

(２年前) 

 

 

３月 

 

 

○第３回常任委員会(3/26)にて報告 

 ・開・閉会式等自主警備業務実施計画 

 ・開・閉会式等消防防災業務実施計画 

 ・開・閉会式等大規模災害・突発重大事案対策業務 

  実施計画 

 ・開・閉会式会場管理運営要綱 

 
 

令和２年度 

(１年前) 

  

８月 

 

 

10月 

 

 

 

□全国中学校総合体育大会 

  伊勢市 陸上競技  視察 

 

□第 75回国民体育大会 

「燃ゆる感動かごしま国体」 視察 

□第 20回全国障害者スポーツ大会 

「燃ゆる感動かごしま大会」 視察 

    

 

凡例 ○：会議等の開催  □：開催準備活動 

注：開催時期や内容は、いずれも予定であり、準備の進捗により変動することがあります。 

 その他（１） 


